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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· 課内研修が8月8,10,11,16,17日で行われる。勤務調整し必ず出席する事。

· 法人納涼会の参加費は本日8月8日までに幹事に納める事。

· スタッフの顔写真撮影は8月8日～10日までのため、撮影が済んでいないスタッフは期日までに済ませる事。

＜利用者様検討＞

· 下村　藤江様～8月7日16時30分、姉様より電話連絡あり。デイケアスタッフから8月5日19時20分、本人と連絡が取れないと連絡を受け、本人宅へ向かうと既に亡くなっていたとの事。死後3日程経過しており、死因は「循環性心不全」との情報あり。

（8月2日からの経過）

· 8月2日～前回の外来受診時、主治医に「訪問看護を利用したい」と話したところ、主治医より「デ

　　　イケア職員と相談してみるように」と言われていた。結果、「週に４日デイケアへ通所し、

１日訪問看護の日としたい」と主治医へ伝えたとの事。ソーシャルワーカーを通して訪

問看護ステーション「五福」に連絡したところ、利用可能であるとのことで、後日、五

福職員と本人とで通所開始日等の詳細を話し合う予定としている。

プログラム中に他メンバーが体調不良を訴えており、スタッフが対応していると、その

メンバーに対して「いつも寝てばかりいる」と他者もいる前で大きな声で中傷するよう

な発言が聞かれる。場を離れ、スタッフと面談実施。「最近、他メンバーやスタッフの対

応に不信感や不安感を抱いている。他メンバーが自分の悪口を言っているみたいだし、スタッフも他メンバーには手をかけ、自分には構ってくれない」と話している。

・　8月3日～定時を過ぎても来所されないため自宅へ電話連絡しているが応じられない。10時35分本人と連絡が取れるが、昨日の事もありストレスが溜ったと話されデイケアを欠席される。

· 8月4日～来所されないため自宅へ電話連絡しているが応じられない。その後も、15分おきに自宅

　　　　　　 へ電話をかけるも応じられず。青明舎職員と室長が自宅訪問し、自宅の窓が開いている

ことは確認できたが、呼びかけには応じられなかったとの事。室長より2時間おきに

本人宅へ電話連絡するよう指示あり。今後、本人様と連絡が取れない場合どう対応し

て行くか本人来所時に面談予定とする。

· 8月5日～無断欠席されており、電話連絡にも応じられない。自宅訪問するが、昨日と同じく窓が

開きっぱなしになっている状態で、昨日玄関ドアに置いてきたメモ紙は見当たらない。

保護者である姉様と19時20分に連絡が取れたため、本人様と4日、5日の2日間連絡

が取れない旨を報告すると、「今晩行ってみます。」と返事をいただく。

（検討）

・無断欠席、病状悪化時と緊急時の対応について

（改善案）

· デイケア契約時に本人・保護者へ、以下の内容について説明し、契約を取り交わす。

（現在、契約内容、様式の検討中である。）

1 精神障害者地域生活支援センター青明舎への登録

特に単身生活者へは本人・保護者へ青明舎登録を依頼する。既にデイケアを利用し、青明舎登録が

なされていない方については、本人・保護者へ説明し登録依頼をする。

2 本人と連絡が取れない場合の対応

連絡が取れない利用者様、特に単身生活者については、保護者ならびに青明舎に報告し安否確認

を依頼する。場合によってはデイケアスタッフも訪問へ同行する。

3 保護者への状況報告

利用契約中の無断欠席、事故や病状悪化等については、保護者への状況報告を徹底する。報告の程度や連絡のとり方については契約時に保護者へ確認しておく事とする。

